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見 (5 、⑦)、疲(1、②)、 鮮 (10)、 先 (4 、①)、伝 ( 3、①)、 念 ( 14、①)、 返 (12、②)、
遥 (2) 、 悦（①)、 結 ( 3 )、 拙（②）、（貝（ I)) である。 yai だけで音注されている字は
易 (2、②)、 界 (1) 、 気 ( 2)、 下 (21) 、 頃（①)、啓（④)、 稽 (2) 、 景 (1) 、斑 (4 、②)、
契 (7 )、 芸（ 1 ) 、 清（①)、静 (1) 、 誠 (I)、 節 ( 1)、説（ 1 )、廷（ 5)、 停（ 7) 、 低 (I) 、
命（①）、 迷 (12、 ①)、 麗 ( 2) 、例（ 1) 、 礼 (27) 、 歴 (2)、 懸（ 1 ) 、 膳 (I) 、 綿 (I) 、
（庁(3)）である。




が、 懸、膳、 綿の 3 字が例外を成す。 改修本の字音話の中にyaだけで音注されている
字は宴（③)、 翁 (1、②)と原刊本になかった謙 (1) ・、 言（ 1) のみでいずれも撥音
（ん）で終わる字音語である。 改修本ではほとんどyaからy;iiの方べ改修された。 と
ころが、 原刊本巻ーから巻九までの 109例の中に、 改修本で改修されたのは 63例 (58%)







ゑ け せ て ね ヘ め れ
yai 23 6  170 158 1054 10 14 141 552 
＇ 原刊本
(35) (26) (73) (76) ( 2) ( 8 ) (14) (56) 
ya 15 6 10 2 126 3 9 38 38 
( 6 ) (2) (278 (37) (5 ) 
ya ゜ ゜ 5 ゜ 3 6 24 8 ゜
改修本
(16) (24) 
原刊本では「ゑ、 け、 せ、 て、 へ、 め、 れ」は主にyaiで (93.3% ）、「ね」は主に
yaで (92%) 音注されている 。ただし「せ、 め」は他に比べてyaが多い。 これに対し
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3)エ段音節母音部表記の改修
ya の現れる音環境は、字音話は N 、 t (u) であり、非字音語は n である。 こ
こで問題であるのは同一 語でも ya と yai の両様が現れることである。例えば、
「面」の字は原刊本で myan 16例、 myai 2例が現れる。 巻別に巻ーに1例、 巻五に





改修本で myain に音注されている例は「めんしょく」 (myain-syo-ku 三21ウ）と「御
めんどう」 (gko-myain-to-'u、-24ウ）の 2例である。 いずれも原刊本にはなかった語
である。 ところが原刊本で myain であったのは改修本で
はじめて御たいめん (ako-ta'i-myan) いたしまして（四1ウ）
に改修されている。即ち、 原刊本にあった myain は myan に改められて yai から yaに改
修されているが、改修本で新しく出てきた語（めんしょく、 御めんどう）はmyain に音
注されている。 このようにエ段音節母音部の yai と ya との音注の区別を語による、 あ
るいは巻による述いの可能性を探って見たが同じ巻、 同じ語にも両様の表記が現れるの
は、そ れ以外に原因があると思われる。
総数から改修を考えてみると字音語、 非字音語合わせてエ段母音部の ya の音注の総
数は、 原刊本で47 2例であるがその中にn＿と＿Nの環境のものは83% (390例）が現
れる。改修本でも ya の総数は164例でその中にn＿と＿Nの環境で83% ( 136例）が現
れる。即ち、 ya の音注の大部分は原刊・改修本ともに n_と＿ N の環境である。
この環境において ya と yai との比率を見ると、 n ＿は原刊本で巻ーから巻九まで ya
が93% (9 9例）、 yai が7 % (8例）であり、 巻十は ya が93% (27例〉、 yai が7 % ( 2  
例）である。一 方、 改修本の巻ーから巻九までは ya が23% (20例）、 yai が77% (68 
例）で、 ya から yai への改修が見られる。 ところが巻十では ya が88% (15例）、 yai が
12% ( 2例）で改修がほとんど行われていない。＿Nは原刊本で巻ーから巻九までは
ya が85 % (214例）、 yaiが15% (37例）であるのに対し、 巻十では全て ya (50例）であ
る。改作本の巻ーから巻九までは ya が29 % (59例）、 yai が7 1 % (137例）であり、 ya
から yai への改作が顕著である。 これに対して巻十では ya が95% (41例）、 yai が5%
(2例）で、 ya から yai への改修はわずか 2例に過ぎない。
重刊本ではエ段母音部の音注はすべて yai に改めている。 これは表記の統一というこ
とであろう。巻十（世簡文）は会話文と大きな違いを見せているし、 改修本の段階を考
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尾にo • n • mを加えて示すこと、②邪～．nt- •• mp-、＠河勺音k • t • pのみ、·④zの四
様の方法であるが、 ただ、 ②においては語中の同一話でも例えば、 くさぴ（楔）







と 'oan-za-to 、 原八 1) 。 濁音表記としてzだけで表記することができるにもかかわら
注4)
ず nz を使用したのは initial-glide の鼻音を表したためであろう。 この n が改修・砥刊
本で完全になくなっているのは、 initial-glide の鼻音の完全消失を表したと見られる。
(l)ガ行音、 原刊・改修・煎刊本のガ行は語頭では消音表記と同じkを用いている
が、 ギとゴは okも使用している。 ただ改修本のギ（儀）は~!)-ki 16例、 Ki14例である




で、 一部（ジ、 ズ）にSも用いられている。 ジは1例しかないが原刊本のSが改修本で
z に改められている（じゆう zi-'yu-'u 、 自由、 改八10 ウ）。
原刊・改修本の「じせつ」の「じ」だけが si で音注されているのは韓国漢字音
(si-c�r) の影響であると見られる 。 ズの語頭の音注Sは全て原刊本の「ずいぶん」
（随分）の7例で、 改修本では4例がzに、 皿刊本では全てzに改修された。
ずいぶん（随分）su-'i-pun （原四 4)...zu-• i-pun （改四 8 ウ） ． 
語中では原刊本で用いられた nzi（ジ） ． nzu （ズ） ． nzo （ゾ）が改修・匪刊本では
n を落とし、 zi • iu · zo で統一的に表記されていることが注目される。 このことはエ段
表記、その他の表記が改修本の段階で統一的に整理されていない事と異なる。 原刊本の
語中のズの音注は主に nu· ns で表記されているが、 ザ・ジ・ゼ・ゾは主に z. s で表
記されている。!!Oち、ズの initial-glide の鼻音の消失が遅かったのを表していると思わ
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れる。また、ザ行は他の濁音表記に比ぺて n の音注が一番少ないのは initial-glide の鼻
音がザ行音から消失したことを表すものであろう。
(3) ダ行音、ダ行音の語頭は原刊・改修・煎刊本で t であるがドは逆に nt の方が
多い。語中では原刊本で nt であった音注 (92%）が改修本で大部分 t で表記されてお
り (96% ）鼻音 (n) がなくなっている。重刊本ではヂ・ヅは鼻音 (n) が完全になく
なっているが、ダ・デ・ドは逆に nt の音注が増えている。
御くだり （御下り） ・o-ku-ta-ri （改ー 2 ウ）・・・ 'o-ku-nta-ri （匝ー 2 ウ）
(4) バ行音、語頭は原刊・改修・重刊本ともに mp と p で音注されている。 mp の ・
音注は「万、晩」の字音語であり、pの音注は「番、非字音語のバ」である。韓国漢字
音が「万、晩」は man 、「番」は panであることから考えると日本語の「万、晩」は
「番」より鼻音 (m) が残っていたとも考えられる。語中の「ぴ」は原刊本で mp の音
注であった四例が改修本で p に改修されている。改修本から重刊本へは逆に鼻音 (m)
が増えている。
およびo-'yom-pi （原十24) ・ 'o-'yo-pi （改下 2 ウ） ・ 'o-'yo�mpi （狐下 2 ウ）
(5)拗音節音、拗音節の前では、改修本は原刊本とほとんど同じであるが、次のよ
うに鼻音がなくなる傾向を見せている例がある。ヂャウは語中で鼻音 (n) が入った例
が原刊本に 1 例あるが（いちぢゃう 'i-cin-cyo-'u 八16) 、改修本では現れない。ギャウ
は原刊・改修本ともに語中に o-kyo-'uで鼻音 (o) が入っているが、煎刊本には鼻音
(o) が入っていない例が 1 例見られる（いちぎゃう 'i-ci-kyo-'u 、直七22ウ）。
(6) 濁音表記の改修、濁音の音注に鼻音(o. n. m) が付けられている分布(%)
は次の表 2 の通りである。





全体的な流れから考察して見た結果、重刊本で鼻音 (!) .n • m) が増えたとしても、
ザ行においては、一つも現れないことは菰刊本の鼻音は initial-glide の鼻音だけでなく、
消濁の対立を表すためにもある程度使用したと思われる。即ち、ザ行音は消音 (s) に
対する濁音 (z) があるので、 initial-glide の鼻音が完全に消失した状態では鼻音 (n)
の必要性は なくなったからであろう。ところが、他の行においては鼻音向・n • m)を
付け る以外は表記方法がないので、重刊本ではザ行音以外の音に鼻音 (!J • n • m) が増
える結果に なったと思われる。
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a i u e ゜
語頭 詣中 諾頭 語中 語頭 語中 語頭 器中 語頭 語中
原 ゜ 99.1 52.1 99.1 ゜ 93.2 ゜ 97.3 98.2 75.2 
改 ゜ 95.3 51.6 79.4 ゜ 74.2 ゜ 80.5 97.0 56.0 
重 ゜ 92.7 96.4 82.7 ゜ 85.2 ゜ 90.7 98.0 80.9 
，原 ゜ ゜ ゜ 3.3 ゜ 88.3 ゜ ゜ ゜ ゜
改 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
重 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
原 4.5 91.7 ゜ 68.0 ゜ 93.7 ゜ 97.3 88.9 96.1 
3.8 1.8 ゜ ゜ ゜ 4.1 ゜ 0.6 77.3 6.1 
重 1.9 64.0 ゜ ゜ ゜ ゜ 100 34.9 82.4 17.7 
原 62.5 7.2 ゜ 10.3 68.2 5.1 30.0 83.1 ゜ 19.6 
／ゞ
改 68. 4 3.2 ゜ ゜ 88.2 22.4 ゜ 1.6 ゜ 33.3 
重 41.5 40.0 7.5 28.5 9.1 92.9 57.1 ll.8 ゜ 23.l 
表2 鼻音(n • n • m)の分布(%)
4. 清音表記
日本栢の消音を表している表記として(1)濃音による表記、(2)平音で表す表記





ヵ キ ク ケ コ ソ 夕 チ ツ
原
戸I


















4 I 110 I 23 I 89 
I 
146 I 48 I 17 I 71 I 65 
卜 ノ シ シャ ス セ
原 I 改 I 原 I 改 I 原 I 改 I 原 I 改 I原 I 改 I 原 I 改 I 原 1 改 l 原 I 改
91 I 226 I 2221227 I 99 5
 
12 158 354 20 
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カ行の変化はほとんど 見られない。夕、テ、 卜は涙音表記が増えているのに対し 、ソ
はほとんどなくなっている。ノは完全になくなっているのに対して、シ、シャ、ショ、
ス、セが新たに見られる。重刊本も改修本とほぽ同じであるが、ただ、i農音表記がやや






















み やこにmi-'ya-kko（原五 9) ···mi-'ya-ko（改五13) ···mi-'ya-kko（瓜五11〉
「夕」はほとんど助詞「た」（原86例、改132例）である。促音を表す 濃音表記が原刊
本に38例見られるが、改修本では 1 例を除く と全て「御互�za-tta （原三20)御互ュ左
zat-ta（改ー39ウ）」のように前の音節に、促音に当たる「t」を付けて表記している。
「チ」原刊本のcci音注は全て「こち、そち、あち」の「ち」(48例）である。原刊
本から改修本へは「こち 」の 1 例がcci から�iに改修された のに対し （五40ウ）、重刊
本では全てcciの音注が表記されている。
「ツ」の濃音表記は語末の「 つ」がほとんど CCU で表記されている。 原刊・改修・重
刊本ともに変化はほとんどない 。音注も3吾頭、語中はcu、語末は CCU の傾向を表して


























けっく（結句）ky3k-ku （原八16ウ）•••k yat-ku （改六15)
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きさつ（資札）ki-sat（原十5) • ki-sat（改上10) • ki-sa-ccu（狙上6、 8)
すいさつ（推察）su-'i-sat（原十17ウ）






語中ではm, n, Dともに用いられているが、 下に続く音節によって使い分けて表記さ
れている。 m 表記は原刊・改修・重刊本ともにパ、 マ行音節の前に現れる（けんもつ








御いんぎん 9ko-· io-kin（御慇懃、 原六7)
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ふさわしかったと思われる。改修本ではyaiの方へ改修される傾向を見せているが、巻
＋では改修がほとんど行われていない。重刊本では全てyaiに改修されてい る。
(2)濁音表記である9k · nt • mp • ns • nzの表記は原刊・改修本ではinitial-glide
の昴音を表した と 思われ る。 改 修 本 で はなくな る傾向を 見せており、 これ は





(4) 促音表記は大部分tで表している。 原刊本で希に見られる k. P の表記が改修









注 1) 全行のエ段音節を[- ye]とする考え（ローランド・ラング1971) 、ア行は[- ye]、他の
行は[- e]である考え（大友1957、森田1957) 、yaにもyaiにも共通する口近化音性の考え
（杉戸1989）、口辺音を積極的に認めない考え（浜田］965 、安田1973) などがある。
注 2) 李甚文、△は有声歯音[ z lであった。 roo語音頷史研究J P30。
注 3) 消失時期を十六世紀後半までと推定している（李基文、「韓国語の歴史J （大＇印館奢店）参
照）。
注4)大友信一、「「掟解新甜Jに見られる濁音表記」(r言甜研究J 30、 1956 • 9} 
注 5) 安田京、 r外国沢科と中世国開」三省堂、 1990、P 153参照。
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